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地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長
�

梅
原
健
治
・
魚
津
市
議
会
議
長
）

は
２
月
７
日
、
東
京
・
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
１
３
３
回
委
員

会
を
開
き
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た

副
委
員
長
の
補
欠
選
任
を
実
施
し

た
。
副
委
員
長
の
定
員
は
２
名
。

う
ち
１
名
の
副
委
員
長
が
、
所
属

市
議
会
の
議
長
交
代
に
伴
い
欠
員

と
な
っ
て
い
た
。
選
考
の
結
果
、

副
委
員
長
に
は
宮
崎
光
明
・
鳴
門

市
議
会
議
長
が
就
任
し
た
。

協
議
で
は
、
平
成
２５
年
度
の
要

望
事
項
の
結
果
概
要
を
了
承
し
た

ほ
か
、
次
年
度
委
員
会
へ
の
申
し

送
り
事
項
な
ど
を
原
案
の
と
お
り

決
定
。
要
望
結
果
は
、
５
月
２８
日

に
開
か
れ
る
本
会
の
第
９０
回
定
期

総
会
で
委
員
長
が
報
告
す
る
。

当
日
は
、
総
務
省
の
笠
置
隆
範

・
大
臣
官
房
参
事
官
が
２６
年
度
地

方
財
政
対
策
、
同
省
自
治
税
務
局

の
�
田
省
司
・
企
画
課
長
が
２６
年

度
地
方
税
制
改
正
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

地地
財財
委委
はは
２２
月月
７７
日日
にに

社
会
文
教
委
員
会
（
委
員
長
�

石
井
政
・
名
張
市
議
会
議
長
）
は
２

月
１３
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館

で
第
１
４
９
回
委
員
会
を
開
き
、

２５
年
度
要
望
結
果
の
概
要
を
了
承

し
た
ほ
か
、
次
年
度
委
員
会
へ
の

申
し
送
り
事
項
な
ど
を
原
案
の
と

お
り
決
定
し
た
。
要
望
結
果
は
定

期
総
会
で
委
員
長
が
報
告
す
る
。

次
年
度
へ
の
申
し
送
り
事
項
と

し
て
同
委
は
、
大
き
な
柱
と
し
て

▽
地
域
医
療
施
策
▽
保
健
衛
生
施

策
等
▽
医
療
保
険
制
度
▽
介
護
保

険
制
度
▽
少
子
化
対
策
等
▽
雇
用

対
策
▽
社
会
福
祉
施
策
▽
環
境
保

全
施
策
▽
文
教
施
策
―
の
９
項
目

を
掲
げ
た
。
次
年
度
委
員
会
へ
引

継
ぎ
重
点
的
に
要
望
し
て
い
く
。

当
日
は
、
厚
生
労
働
省
老
健
局

の
榎
本
健
太
郎
・
介
護
保
険
計
画

課
長
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
て
、
文
部
科
学
省

大
臣
官
房
の
生
川
浩
史
・
会
計
課

長
が
２６
年
度
同
省
予
算
の
概
要
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

社社
文文
委委
はは
２２
月月
１１３３
日日
にに

内
閣
府
や
本
会
な
ど
で
構
成
し

て
い
る
実
行
委
員
会
主
催
の
「
平

成
２６
年
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国

大
会
」
が
２
月
７
日
、
安
倍
晋
三

・
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
閣
僚
ら
が
参
加
す
る
な

か
、
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。
安
倍

総
理
は
「
早
急
に
北
方
領
土
問
題

の
解
決
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
」
と
述
べ
た
ほ
か
、

交
渉
に
対
す
る
決
意
を
語
っ
た
。

本
年
は
「
北
方
領
土
の
日
」
が

制
定
さ
れ
て
か
ら
３４
年
目
。
１
８

５
５
年
同
月
同
日
、
日
魯
通
好
条

約
が
調
印
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な

み
、
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
の

全
国
的
な
盛
り
上
が
り
を
図
る
た

め
に
制
定
さ
れ
た
。
毎
年
、
全
国

大
会
を
都
内
で
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
同
日
を
中
心
に
全
国
各
地
で

講
演
会
や
パ
ネ
ル
展
、
返
還
実
現

の
た
め
の
署
名
活
動
な
ど
、
各
種

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
栗
田
彰
・
大
崎
市
議
会

議
長
）
は
２
月
１２
日
、
東
京
・
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
４５
回
総

会
を
開
き
、
平
成
２６
年
度
の
運
動

方
針
と
予
算
を
決
定
し
た
。
当
日

の
総
会
で
は
規
約
の
改
正
も
決
定

し
た
ほ
か
、
監
事
代
表
の
廣
井
洋

司
・
天
理
市
議
会
議
長
に
よ
る
会

計
監
査
結
果
報
告
の
の
ち
、
２４
年

度
会
計
決
算
も
認
定
さ
れ
た
。
規

約
改
正
の
主
な
内
容
は
、
協
議
会

名
を
２６
年
度
か
ら
「
全
国
広
域
連

携
市
議
会
協
議
会
」
へ
改
め
る
も

の
。
名
称
変
更
に
伴
い
協
議
会
の

目
的
も
改
め
、
多
様
な
広
域
連
携

制
度
に
対
応
す
る
。

政
府
で
は
現
在
、
自
治
体
間
の

柔
軟
な
広
域
連
携
の
仕
組
み
を
新

た
に
制
度
化
す
る
た
め
、
自
治
法

改
正
案
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
、
今
国
会
へ
の
提
出
を
目
指

し
て
い
る
。
法
案
は
、
第
３０
次
地

制
調
の
答
申
や
昨
年
６
月
に
閣
議

決
定
し
た
骨
太
の
方
針
な
ど
を
踏

ま
え
、
総
務
省
が
現
在
も
制
度
設

計
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。

当
日
は
首
都
大
学
東
京
の
伊
藤

正
次
・
教
授
が
「
今
後
の
広
域
連

携
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

大
雪
で
災
害
救
助
法

２
月
１８
日
付
の
内
閣
府
発
表
に
よ

れ
ば
１４
日
か
ら
の
大
雪
で
災
害
救
助

法
の
適
用
を
受
け
た
市
は
、
茅
野
市
、

安
中
市
、
甲
府
市
、
富
士
吉
田
市
、
都

留
市
、
大
月
市
、
韮
崎
市
、
笛
吹
市
、
上

野
原
市
（
以
上
は
適
用
日
�
１５
日
）
、

秩
父
市
、
飯

能

市
（
同
�
１７
日
）
、
北

杜
市
、
甲
州
市
（
同
�
１８
日
）
の
１３
市
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1896号２月２５日平成26年
（2014年）

会議冒頭あいさつする栗田彰・
会長（大崎市議会議長）

梅原健治・地財委員長
（魚津市）

広域行政圏市議会協議会

名称を変更へ
４月から全国広域
連携市議会協議会

本会

各各
委委
員員
会会
をを
順順
次次
開開
催催
中中

監査結果を報告する廣井
洋司・天理市議会議長

石井政・社文委員長
（名張市）

返返 せせ
四四 島島
北方領土返還
要求全国大会

（１） 平成２６年２月２５日 第１８９６号
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
神
田
隆
彦
・
呉
市
議

会
議
長
）
は
２
月
６
日
、
第
７７
回

総
会
を
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
で
開
催
し
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
を
実
施
し
た
。
１
月

２９
日
に
開
催
さ
れ
た
役
員
選
考
委

員
会
（
委
員
長
�
宮
西
健
吉
・
小

松
市
議
会
議
長
）
の
結
果
を
踏
ま

え
、
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
役

員
を
選
任
。
新
会
長
に
は
板
橋
衛

・
横
須
賀
市
議
会
議
長
が
就
任
し

た
。
こ
れ
ま
で
会
長
を
務
め
て
き

た
神
田
隆
彦
・
呉
市
議
会
議
長
は

相
談
役
へ
委
嘱
さ
れ
た
�
新
正
副

会
長
・
監
事
・
相
談
役
は
左
掲
。

会
長
職
務
代
理
者
に
は
副
会
長
の

中
か
ら
、
下
本
地
隆
・
鹿
屋
市
議

会
議
長
が
指
名
さ
れ
た
。

役
員
改
選
に
先
立
ち
、
総
会
で

は
関
口
昌
一
・
総
務
副
大
臣
、
武

田
良
太
・
防
衛
副
大
臣
か
ら
来
賓

あ
い
さ
つ
を
賜
っ
た
。
の
ち
新
規

加
盟
市
町
を
紹
介
。
本
年
度
よ
り

く
っ
ち
ゃ
ん
ち
ょ
う

新
た
に
藤
沢
市
と
倶
知
安
町
が
同

協
議
会
に
加
盟
し
た
た
め
、
高
橋

八
一
・
藤
沢
市
議
会
議
長
、
鈴
木

保
昭
・
倶
知
安
町
議
会
議
長
が
、

そ
れ
ぞ
れ
紹
介
を
受
け
た
。
２４
年

度
会
計
決
算
で
は
、
５
月
２２
日
に

実
施
さ
れ
た
監
査
結
果
に
つ
い
て

監
事
を
代
表
し
、
友
松
孝
雄
・
春

日
井
市
議
会
議
長
が
報
告
し
認
定

さ
れ
た
。

２６
年
度
政
府
予
算
案
で
は
、
総

務
省
所
管
の
基
地
交
付
金
・
調
整

交
付
金
に
つ
い
て
は
対
前
年
度
同

額
の
３
４
５
億
４
０
０
０
万
円
、

防
衛
省
所
管
の
基
地
周
辺
対
策
経

費
は
歳
出
ベ
ー
ス
で
対
前
年
度
比

０
・
６
％
増
の
１
２
０
７
億
１
９

０
０
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
が
確
保
さ

れ
た
。
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
で
は
全
加
盟
１
８
８

市
町
村
の
強
力
な
要
望
活
動
に
よ

り
、
対
前
年
度
同
額
の
１
９
５
億

４
０
０
万
円
が
確
保
さ
れ
た
。
同

交
付
金
に
つ
い
て
は
昨
年
の
行
政

改
革
推
進
会
議
が
実
施
し
た
「
秋

の
レ
ビ
ュ
ー
」
で
、
予
算
執
行
等

に
対
し
て
否
定
的
な
評
価
結
果
を

受
け
て
い
た
た
め
、
所
要
額
確
保

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。
２５
年
度
に

引
き
続
き
国
の
財
政
状
況
が
厳
し

い
な
か
、
今
後
と
も
山
積
す
る
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
同
協
議
会
で

は
、
２６
年
度
の
運
動
方
針
�
右
掲

�
な
ど
を
決
定
し
た
。
な
お
当
日

は
、
総
務
省
自
治
税
務
局
の
村
手

聡
・
固
定
資
産
税
課
長
、
防
衛
省

地
方
協
力
局
の
谷
井
淳
志
・
地
方

協
力
企
画
課
長
か
ら
、
所
管
事
項

の
説
明
を
聴
取
し
た
。

新新
たた
なな
正正
副副
会会
長長
・・

監監
事事
・・
相相
談談
役役
市市
町町
村村

▽
会
長
�
横
須
賀
市
▽
副
会
長
�

帯
広
市
▽
同
�
恵
庭
市
▽
同
�
八

幡
平
市
▽
同
�
東
松
島
市
▽
同
�

昭
島
市
▽
同
�
武
蔵
村
山
市
▽
同

�
綾
瀬
市
▽
同
�
木
更
津
市
▽
同

�
妙
高
市
▽
同
�
各
務
原
市
▽
同

�
和
泉
市
▽
同
�
松
江
市
▽
同
�

東
広
島
市
▽
同
�
久
留
米
市
▽
同

�
熊
本
市
▽
同
�
鹿
屋
市
▽
同
�

上
富
良
野
町
▽
同
�
六
ヶ
所
村
▽

同
�
瑞
穂
町
▽
同
�
新
富
町
▽
監

事
�
苫
小
牧
市
▽
同
�
狭
山
市
▽

同
�
姫
路
市
▽
同
�
善
通
寺
市
▽

同
�
色
麻
町
▽
相
談
役
�
千
歳
市

▽
同
�
三
沢
市
▽
同
�
小
松
市
▽

同
�
福
生
市
▽
同
�
相
模
原
市
▽

同
�
大
和
市
▽
同
�
舞
鶴
市
▽
同

�
呉
市
▽
同
�
岩
国
市
▽
同
�
佐

世
保
市

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

平
成
２６
年
度
運
動
方
針

第
１

運
動
目
標

�
・
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付

金
の
所
要
額
確
保
等

１
・
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付

金
の
所
要
額
確
保
、
基
地

交
付
金
の
対
象
資
産
の
範

囲
拡
大
等

２
・
基
地
対
策
事
業
に
係
る
地

方
財
政
措
置
の
拡
充

�
・
基
地
周
辺
対
策
事
業
の
充

実
強
化

１
・
基
地
周
辺
対
策
経
費
の
所

要
額
確
保

２
・
障
害
防
止
事
業
の
充
実
強

化

３
・
住
宅
防
音
事
業
の
充
実
強

化

４
・
移
転
措
置
事
業
等
の
充
実

強
化

５
・
民
生
安
定
助
成
事
業
の
充

実
強
化

６
・
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
の
充
実
強
化

７
・
損
失
補
償
の
充
実
強
化

８
・
事
務
の
簡
素
合
理
化
等

９
・
基
地
周
辺
安
全
対
策
の
徹

底
等

１０
・
在
日
米
軍
の
再
編
に
伴
う

支
援
措
置
等

１１
・
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
に

基
づ
く
地
元
意
見
の
尊
重

１２
・
地
元
産
業
活
性
化
の
促
進

第
２

運
動
方
法

運
動
目
標
達
成
の
た
め
、

平
成
２７
年
度
予
算
概
算
要

求
時
、
平
成
２７
年
度
政
府

予
算
編
成
時
等
の
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
、
政
府
、

国
会
、
各
政
党
及
び
関
係

国
会
議
員
等
に
対
し
、
強

力
に
要
望
運
動
を
展
開
す

る
。

２２６６
年年
度度
運運
動動
方方
針針
なな
どど
決決
定定

基地協
総 会

役
員
改
選
で
新
会
長
に
横
須
賀
市
議
長

基地協新会長
板橋衛（横須賀市）

相談役に就任した神田隆彦・前会長

【写真上】監査結果を報告する
友松孝雄・春日井市議会議長
【写真下】役員選考結果を報告
する宮西健吉・小松市議会議長

【
写
真
上
】
来
賓
あ
い
さ
つ
す
る
関
口
昌
一
・
総
務
副
大
臣

【
写
真
下
】
来
賓
あ
い
さ
つ
す
る
武
田
良
太
・
防
衛
副
大
臣

第１８９６号 平成２６年２月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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高
速
道
路
建
設
・
整
備
促
進
等
に
関
す
る
決
議

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協
議
会
は
、
第
四
十
回
定
期
総
会
に
お
い
て
別
記
の
と
お
り
満
場
一
致
決
議

い
た
し
ま
し
た
の
で
特
段
の
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

決

議

高
規
格
幹
線
道
路
等
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
流
通
や
観
光
等
に
よ
る
経
済
効

果
を
も
た
ら
す
ほ
か
、
地
域
間
交
流
を
活
性
化
さ
せ
る
な
ど
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ
る
。
ま
た
、
救
急
患
者
の
搬
送
時
間
の
短
縮
等
に
よ
り
、
広
域
救
急

医
療
を
支
え
る
ほ
か
、
震
災
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
は
、
救
援
、
復
旧
活
動
の
た
め
の
緊
急
輸
送
路
と
し
て

使
用
さ
れ
る
な
ど
、
「
命
の
道
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
供
用
率
に
つ
い
て
は
、
未
だ
七
割
台
に
と
ど
ま
り
、
連
続
し
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
効
果
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
早

期
整
備
に
向
け
た
必
要
財
源
の
確
保
、
施
策
の
充
実
強
化
、
高
規
格
幹
線
道
路
を
補
完
す
る
地
域
高
規
格
道

路
の
早
急
な
整
備
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
や
高
速
道
路
上
で
の
重
大
事
故
へ
の
対
応
と
し
て
、
防
災
・
安
全
対
策
等
の
推
進
が
極
め
て

重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
我
々
は
こ
こ
に
総
力
を
結
集
し
、
特
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。

記

一
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
一
万
四
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
早
期
完
成
に
向
け
た
明
確
な
方
向
性
を
示
す
と
と
も

に
、
財
源
確
保
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

一
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
及
び
暫
定
二
車
線
区
間
の
四
車
線
化
の
速
や
か
な
実
現
を
図
る
こ
と
。

一
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
効
活
用
と
機
能
強
化
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
及
び
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
の
一
層
の
整
備
促
進
を
図
る
こ
と
。

一
、
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
落
下
事
故
を
踏
ま
え
、
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
な
ど
の
老
朽
化
す
る

イ
ン
フ
ラ
の
適
時
適
切
な
維
持
管
理
・
更
新
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
十
分
な
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
重
大
事
故
の
再
発
防
止
に
向
け
た
万
全
の
安
全
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

一
、
自
治
体
が
管
理
す
る
跨
高
速
道
路
橋
に
つ
い
て
、
適
切
な
維
持
管
理
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
早
急
に
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
関
越
自
動
車
道
で
の
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
事
故
等
を
踏
ま
え
、
高
速
道
路
で
の
死
亡
事
故
を
防
止
す
る
万

全
の
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
の
た
め
、
救
急
車
退
出
路
及
び
緊
急

進
入
路
の
整
備
推
進
並
び
に
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

右
、
決
議
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
日

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協
議
会
第
四
十
回
定
期
総
会

会
長

滝

口

敏

夫
（
木
更
津
市
議
会
議
長
）

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
西
野
茂
樹
・
苫
小

牧
市
議
会
議
長
）
は
２
月
１０
日
、

第
４０
回
定
期
総
会
を
東
京
・
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
実
施

し
た
。
定
期
総
会
に
先
立
ち
開
催

さ
れ
た
役
員
選
考
委
員
会
（
委
員

長
�
栗
田
彰
・
大
崎
市
議
会
議

長
）
の
結
果
を
踏
ま
え
、
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
新
役
員
を
選
任
。

新
会
長
に
は
滝
口
敏
夫
・
木
更
津

市
議
会
議
長
が
就
任
し
た
。
こ
れ

ま
で
会
長
を
務
め
て
き
た
西
野
茂

樹
・
苫
小
牧
市
議
会
議
長
は
、
相

談
役
へ
委
嘱
さ
れ
た
�
新
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
は
左
掲
。

総
会
で
は
来
賓
の
衛
藤
征
士
郎

・
高
速
道
路
建
設
推
進
議
員
連
盟

会
長
（
衆
議
院
議
員
）
か
ら
あ
い

さ
つ
を
賜
っ
た
。
横
内
正
明
・
全

国
高
速
道
路
建
設
協
議
会
会
長

（
山
梨
県
知
事
、
代
理
出
席
�
日

高
健
・
事
務
局
長
代
行
）
も
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
。

の
ち
本
年
度
よ
り
新
た
に
甲
賀

市
が
同
協
議
会
に
加
盟
し
た
た

め
、
鵜
飼
勲
・
甲
賀
市
議
会
議
長

が
紹
介
を
受
け
た
。
平
成
２４
年
度

会
計
決
算
で
は
、
昨
年
５
月
２２
日

に
実
施
さ
れ
た
会
計
監
査
の
結
果

に
つ
い
て
監
事
を
代
表
し
、
村
川

喜
信
・
諫
早
市
議
会
議
長
が
報
告

し
認
定
さ
れ
た
。

総
会
の
結
び
に
は
、
西
野
相
談

役
か
ら
６
項
目
で
構
成
さ
れ
た
決

議
案
�
上
掲
�
が
提
案
さ
れ
、
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
決
議
で

は
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
の
総
延

長
１
万
４
０
０
０
�
の
早
期
完
成

に
向
け
た
明
確
な
方
向
性
を
示
す

と
と
も
に
、
財
源
確
保
に
万
全
を

期
す
こ
と
な
ど
を
要
望
し
て
い

る
。
高
規
格
幹
線
道
路
網
整
備
の

進
捗
率
は
、
２６
年
度
末
で
１
万
１

１
１
４
�
（
２６
年
度
予
算
決
定
時

点
の
見
込
み
）
と
総
延
長
の
７９
％

に
と
ど
ま
り
未
だ
道
半
ば
。
早
急

な
完
成
を
求
め
、
今
後
と
も
同
協

議
会
加
盟
市
は
総
力
を
結
集
し
強

力
に
要
望
し
て
い
く
。

総
会
終
了
後
、
採
択
し
た
決
議

の
実
現
を
図
る
た
め
、
滝
口
会
長

と
西
野
相
談
役
は
、
衛
藤
征
士
郎

・
高
速
道
路
建
設
推
進
議
員
連
盟

会
長
、
国
土
交
通
省
の
徳
山
日
出

男
・
道
路
局
長
へ
面
談
し
た
。
同

協
議
会
加
盟
市
議
長
ら
も
地
元
選

出
の
国
会
議
員
を
中
心
に
要
請
活

動
を
展
開
し
た
。
な
お
当
日
は
、

国
土
交
通
省
の
徳
山
日
出
男
・
道

路
局
長
か
ら
、
所
管
事
項
の
説
明

を
聴
取
し
た
。

新新
たた
なな
正正
副副
会会
長長
・・

監監
事事
・・
相相
談談
役役
市市

▽
会
長
�
木
更
津
市
▽
副
会
長
�

旭
川
市
▽
同
�
八
戸
市
▽
同
�
七

尾
市
▽
同
�
海
老
名
市
▽
同
�
浜

松
市
▽
同
�
田
辺
市
▽
同
�
萩
市

▽
同
�
松
山
市
▽
同
�
伊
万
里
市

▽
監
事
�
岡
谷
市
▽
同
�
豊
中
市

▽
同
�
高
松
市
▽
相
談
役
�
苫
小

牧
市

建建
設設
・・
整整
備備
促促
進進
でで
決決
議議
採採
択択

高速協
総 会

新・旧会長で衛藤征士郎・高速道路建設
推進議員連盟会長に対し要望活動を実施

高速協新会長
滝口敏夫（木更津市）

役
員
改
選
で
新
会
長
に
木
更
津
市
議
長

来
賓
あ
い
さ
つ
す
る
衛
藤
征
士
郎
・

高
速
道
路
建
設
推
進
議
員
連
盟
会
長【写真上】監査結果を報告する

村川喜信・諫早市議会議長
【写真下】役員選考結果を報告
する栗田彰・大崎市議会議長

相談役に就任した西野茂樹・前会長

（３） 平成２６年２月２５日 第１８９６号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
小
林
茂
裕
・
福
山
市
議
会
議

長
）
は
第
９９
回
総
会
を
開
き
、
２

年
に
わ
た
り
調
査
研
究
を
進
め
て

き
た
結
果
を
報
告
書
に
取
り
ま
と

め
た
。
２４
〜
２５
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
都
市
に
お
け
る
災
害
対
策
と
議

会
の
役
割
」
。
報
告
書
は
加
盟
市

へ
３
月
上
旬
に
発
送
す
る
ほ
か
、

準
備
が
整
い
次
第
、
全
市
へ
も
発

送
す
る
予
定
。
こ
の
ほ
か
同
研
究

会
で
は
役
員
を
改
選
し
、
新
会
長

に
井
上
恒
彌
・
静
岡
市
議
会
議
長

が
就
任
し
た
。
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
新
役
員
は
下
掲
の
と
お
り
。

役
員
選
考
委
員
長
は
高
野
正
晴
・

長
野
市
議
会
議
長
が
務
め
た
。

取
り
ま
と
め
た
報
告
書
の
本
編

は
２
章
立
て
で
構
成
さ
れ
、
第
�

章
で
は
調
査
を
通
じ
て
「
災
害
対

策
に
お
け
る
議
会
の
役
割
の
現

状
」
を
改
め
て
認
識
し
、
第
�
章

で
は
「
今
後
の
災
害
対
策
に
お
け

る
議
会
の
役
割
」
を
考
察
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

報
告
書
は
▽
同
研
究
会
加
盟
市

や
昨
今
の
大
規
模
災
害
被
災
地
の

自
治
体
議
会
を
対
象
と
し
た
調
査

▽
各
市
議
会
へ
の
現
地
調
査
▽
学

識
経
験
者
に
よ
る
講
演
―
な
ど
を

盛
り
込
み
作
成
さ
れ
た
。
報
告
書

の
作
成
を
通
じ
同
研
究
会
で
は
大

規
模
災
害
発
生
時
は
も
と
よ
り
、

平
時
に
お
い
て
も
議
会
が
取
り
組

む
べ
き
災
害
対
策
と
は
何
か
、
と

い
う
視
点
か
ら
「
都
市
に
お
け
る

災
害
対
策
と
議
会
の
役
割
」
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
試
み
た
。

報
告
書
取
り
ま
と
め
の
陣
頭
指

揮
を
執
っ
た
小
林
会
長
は
、
巻
頭

で
「
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
災
害

対
策
基
本
法
上
も
地
域
防
災
計
画

上
も
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
な

い
」
と
指
摘
。
議
会
独
自
の
災
害

対
策
に
初
め
て
取
り
組
ん
だ
調
査

研
究
と
し
て
同
報
告
書
が
、
こ
れ

か
ら
災
害
時
に
お
け
る
議
会
の
役

割
を
調
査
研
究
す
る
各
議
会
に
役

立
つ
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
。

※
こ
の
報
告
書
の
概
要
は
東
日
本

大
震
災
３
周
年
追
悼
式
を
特
集
す

る
３
月
１５
日
号
へ
掲
載
す
る
予
定

新
た
な
正
副
会
長
・
理
事
・
監
事
・

相
談
役
▽
会
長
�
静
岡
市
▽
副
会

長
�
八
王
子
市
▽
同
�
高
知
市
▽

理
事
�
旭
川
市
▽
同
�
盛
岡
市
▽

同
�
新
潟
市
▽
同
�
さ
い
た
ま
市

▽
同
�
東
大
阪
市
▽
同
�
大
津
市

▽
同
�
下
関
市
▽
同
�
大
分
市
▽

監
事
�
船
橋
市
▽
同
�
西
宮
市
▽

同
�
岡
山
市
▽
相
談
役
�
福
山
市

調
査
研
究
報
告
書
の
目
次
抜
粋

発
刊
に
あ
た
っ
て

第
�
章

災
害
対
策
に
お
け
る
議

会
の
役
割
の
現
状

１

都
市
に
お
け
る
災
害
対
策

と
議
会
の
役
割
に
関
す
る
調
査

結
果

（
１
）
か
ら
（
６
）
を
略

２

被
災
自
治
体
の
議
会
及
び

先
進
事
例
の
現
地
調
査
報
告

（
１
）
東
松
島
市
現
地
調
査
結

果

（
２
）
仙
台
市
現
地
調
査
結
果

（
３
）
岡
崎
市
現
地
調
査
結
果

（
４
）
大
分
市
現
地
調
査
結
果

第
�
章

今
後
の
災
害
対
策
に
お

け
る
議
会
の
役
割

１

平
時
の
災
害
対
策
に
お
け

る
議
会
の
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都市研新会長
井上恒彌（静岡市）

相談役に就任した
小林茂裕・前会長

都市行政問題研究会

報報告告書書ままととめめ
ののちち役役員員改改選選
新会長に静岡市議長

都市研
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市
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る
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と
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割

役員選考結果を報告する
高野正晴・長野市議会議長

第９９回総会で取りまとめた調査研究報告書

新新
庁庁
舎舎
落落
成成
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